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解 答
１８人 ５人以上１３人以下 ４８㎞ ８㎝１ 唄 欝 蔚 鰻

６３００㎞２

９.２５ ５回３ 唄 欝

２
４.８％ 倍４ 唄 欝 ５

１３回 ５月２６日，７月１６日５ 唄 欝

解説参照６

３：５ １：１ ２：５７ 唄 欝 蔚

解 説
１ ６０－６＝５４（個）唄

１２０－１２＝１０８（個）

７５－３＝７２（個）

ですから，５４と１０８と７２の公約数の中で，１２より大きい１８が人数になります。

牛乳を飲んできた生徒がみなパンを食べてきたときは，欝

４１－２８＝１３（人）

牛乳を飲んできた生徒でパンを食べた人がいないときは，

４１－２８－８＝５（人）

したがって，５人以上１３人以下になります。

行きと帰りの時間の差は右の図のＢ㎞の道のりで生じます。蔚

また，Ｂ㎞を毎時８㎞で下るときと，６㎞で上るときの時間

の比は３：４ですから，

８×(７.５－６.５)×３＝２４（㎞）……Ｂ

１.５時間－２４÷８＝３.５時間 ……Ａ㎞を上って下るのにかかる時間

３２４＋８×(３.５× )×２＝ ４８（㎞）
３＋４

三角形ＤＡＥと三角形ＤＣＧは合同ですから，鰻

角ＡＤＦ＝角ＧＤＦ

また，角ＡＤＦと角ＧＦＤが等しいですから，

角ＧＦＤ＝ＧＤＦ

したがって，三角形ＧＤＦは二等辺三角形ですから，ＧＦの長さが１３とわかります。よって，

１３－５＝８（㎝）

２ 地球の半径をｒ㎞とすると，

０.００１ １０９.９
ｒ×２×３.１４× ＝３６０ １０００

ｒ＝６３００（㎞）

３ できるだけ大きな数を書きかえるようにします。唄

６ → ３ → １.５

５ → ２.５ → １.２５

４ → ２

３ → １.５

したがって，

１.５×２＋１.２５×２＋２×２＋１＝９.２５

６ → ３欝

５ → ２.５ → １.２５

４ → ２

２ → １

以上の５回とわかります。
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４ (４×３＋６×２)÷(３＋２)＝４.８（％）唄

両方の食塩水の濃さが等しくなったということは，すべてを混ぜ合わせたものと等しくなることですから，欝

３：２の割合で混ぜたことになります。したがって，Ａから取り出した食塩水の割合は，

２２÷(３＋２)＝ （倍）５

５ 該当する期間の掃除をする日数は６５日，そのうち金曜日の日数は１６日ですから，掃除をすることになる唄

のべの人数は，

７×６５＋(１０－７)×１６＝５０３（人）

５０３÷４０＝１２…１７

だから，

１２＋１＝１３（回）

与えられたカレンダーに，４月１４日からの，のべの人数を書き込み，その数が，欝

７，４７，８７，１２７，１６７，……

と４０の倍数に７を加えた人数になるところをさがします。これより，５月２６日と７月１６になります。日

６ 右の図のようになります。

７ 三角形ＡＢＣと三角形ＡＣＤの２面を展開すると(図１)の （図１）唄

ようになります。三角形ＡＳＰと三角形ＤＳＲの相似比は，

３：５になります。

(図２)のようになります。求める比は，三角形ＡＱＣと三 （図２）欝

角形ＴＱＣの面積の比ですから，１：１です。

(図３)のように，ＡＣの中点をＶＡＤの中点をＷとし，３点ＰＱＲを蔚

通る平面とＶＷとの交点をＸとします。図のように，三角形ＱＣＲと，

三角形ＰＶＸは相似ですから，ＶＸ＝１.５cmです。次に，３点ＡＣＤ

を含む平面について考えると，(図４)のように三角形ＵＸＷと三角形

ＵＲＤは相似ですから，

３ ９ＵＷ＝３× ＝－
７ ７

９ ９ＡＵ：ＵＤ＝(３－－)：(３＋－)＝２：５７ ７
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